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第第第第44449999回回回回大大大大会会会会報報報報告告告告

平成26年10月11日・12日に同朋大学におい

て第49回大会が開催されました。

大会テーマは、『仏教社会福祉と災害支援

－将来の災害支援に向けて－』とし、一般に

も公開された基調講演及びシンポジウム、研

究発表が行われました。

【【【【大大大大会会会会内内内内容容容容】】】】

第1日目

物物物物故故故故者者者者追追追追弔弔弔弔法法法法要要要要

公公公公開開開開記記記記念念念念講講講講演演演演

「建学の理念と災害支援

‐同朋大学におけるその関係性‐」

沼沼沼沼波波波波 政政政政保保保保 氏氏氏氏（同朋大学 元学長）

公公公公開開開開シシシシンンンンポポポポジジジジウウウウムムムム

「仏教社会福祉と災害支援

‐将来の災害支援に向けて‐」

シシシシンンンンポポポポジジジジスススストトトト

大大大大河河河河内内内内 真真真真慈慈慈慈 氏氏氏氏

（真宗大谷派名古屋教区教化センター 研究員）

竜竜竜竜沢沢沢沢 悟悟悟悟 氏氏氏氏

（真宗大谷派名古屋教区教化委員会都市教化部門 幹事）

木木木木越越越越 康康康康 氏氏氏氏

（大谷大学文学部真宗学科 教授）

ココココーーーーデデデディィィィネネネネーーーータタタターーーー

田田田田代代代代 俊俊俊俊孝孝孝孝 氏氏氏氏（同朋大学文学研究科 教授）

総総総総会会会会

懇懇懇懇親親親親会会会会

第２日目

研研研研究究究究発発発発表表表表

第第第第１１１１分分分分科科科科会会会会

「ソーシャルワークにおける仏教の役割に関

する日本・ベトナム比較研究‐仏教保育研究にお

ける両国の現状に関する研究‐」

佐佐佐佐藤藤藤藤 成成成成道道道道 氏氏氏氏（淑徳大学）

「ベトナムのソーシャルワークにおける仏教

の役割‐現地調査報告（第２報）‐」

菊菊菊菊池池池池 結結結結 氏氏氏氏（大正大学綜合仏教研究所）

「消防職員・消防団員のメンタルヘルス面を

地域で支えるための基礎研究 第二報

‐寺院僧侶に対する自記式調査の結果から‐」

栗栗栗栗田田田田 修修修修司司司司 氏氏氏氏（龍谷大学）

「寺院と自治体の災害時協力」

稲稲稲稲場場場場 圭圭圭圭信信信信 氏氏氏氏（大阪大学）

第第第第２２２２分分分分科科科科会会会会

「「自己受容を」考える‐法然凡夫観を通じて‐」

郡郡郡郡嶋嶋嶋嶋 昭昭昭昭示示示示 氏氏氏氏（浄土宗総合研究所）

「現代社会福祉の「経済的平等観」について

の一考察‐「仏教社会福祉学」の基礎概念として‐」

瀬瀬瀬瀬尾尾尾尾 俊俊俊俊治治治治 氏氏氏氏（日本総合科学社会理論研究所）

「笑顔で心穏やかに他界されたＨ氏について

の考察‐認知症高齢者の正しい理解と環境整備の重要

性、そして仏教‐」

佐佐佐佐伯伯伯伯 典典典典彦彦彦彦 氏氏氏氏（社会福祉法人青山福祉会）

「「看取り介護」の現状と課題」

木木木木野野野野 美美美美恵恵恵恵子子子子 氏氏氏氏（同朋大学）

日本仏教社会福祉学会
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「現代社会における寺院運営のアイテム‐傾聴

ボランティアに学ぶ‐」

目目目目黒黒黒黒 達達達達哉哉哉哉 氏氏氏氏（同朋大学）

平平平平成成成成22226666年年年年度度度度 日日日日本本本本仏仏仏仏教教教教社社社社会会会会福福福福祉祉祉祉学学学学会会会会

第第第第２２２２回回回回理理理理事事事事・・・・役役役役員員員員会会会会報報報報告告告告

日時：平成26年10月10日（金）

14：58～17：15

場所：同朋大学Doプラザ閲蔵2階多目的会議室

出席 代表理事 長谷川 匡俊

個人理事 石川 到覚 清水 海隆

宮城 洋一郎 藤森 雄介 谷山 洋三

田代 俊孝 小笠原 慶彰 池上 要靖

団体理事 渋谷 哲 長上 深雪

三友 量順 小島 恵昭

監 事 梅原 基雄

欠席 個人理事 田宮 仁 村井 龍治

団体理事 徳岡 博巳 林 俊光 落合崇志

監 事 山口 幸照

同同同同朋朋朋朋大大大大学学学学学学学学長長長長挨挨挨挨拶拶拶拶

本日は、遠いところ

を良くおいでいただき

ました。同朋大学学長

の浅野でございます。

明日から開催される

大会のなかにおいては、

仏教という視点の中で、

さまざまな問題を捉え

ていますが、それは、

とても大事なことと考

えております。今回、

大会校として関わることができますことをと

ても嬉しく思っております。何とか不足の無

いようにしたいと思いますが、もし、何か不

足がありましたら、遠慮なく言っていただき

たいと思います。どうぞ宜しくお願い致しま

す。

代代代代表表表表理理理理事事事事挨挨挨挨拶拶拶拶

只今、大会校の浅野

学長先生からご丁重な

歓迎のご挨拶をいただ

きました。ありがとう

ございました。平成26

年度第２回理事・役員

会に遠方の各地から役

員の皆様方にお集まり

いただきまして、開催

できますことを大変有

り難く思っております。

今日の理事・役員会、明日の大会に向け、こ

の間の準備に関しましては、同朋大学の小島

先生と手前どもの淑徳大学の学会事務局と緊

密な連携をとらせていただきながら、準備万

端に整っていることと思います。また、３日

間、同朋大学の関係の方々、お世話になりま

すが、どうぞ宜しくお願い致します。

今回の役員会では、後程、議案の中でご審

議いただきますが、新たな事業、学会50周年

大会に向けての事業の準備も含めて色々、慎

重に検討していかなくてはならないことがご

ざいますが、今、学会そのものが、会員の減

少というような中で、非常に厳しい環境下に

置かれています。しかし、その中で着実に事

業や活動が行われたことも事実で、外部から

お認めいただいていることでもあります。し

かし、ここで、理事・役員の皆さん、一致団

結して何とか意義ある学会として、もう少し

社会に還元できるような取り組みをしていか

なくてはならないと思っておりますので、宜

しくお願い致します。

開開開開会会会会 事事事事務務務務局局局局長長長長よよよよりりりり開開開開会会会会をををを宣宣宣宣言言言言。。。。

１１１１．．．．定定定定員員員員数数数数のののの確確確確認認認認

事務局報告

本学会、理事会規定により、20名中13名、委

任状３通の過半数で理事会が成立する。

２２２２．．．．議議議議事事事事

本学会規定により長谷川代表理事が議長と

なり、次のように審議された。

第第第第１１１１号号号号議議議議案案案案：：：：会会会会員員員員のののの異異異異動動動動ににににつつつついいいいてててて

事務局報告により、次の①新入会員１名、

②退会会員５名について審査の結果、承認さ

れた。

①入会会員の承認（順不同）

個人会員入会

１．村上逸人

②退会会員の承認（順不同）

１．安井喜行 ２．間宮啓壬 ３．伊藤秀一

４．奥井一幾 ５．大澤伸雄

したがって、平成26年10月９日現在、個人

会員は、199名、団体会員24団体、計223会員

となった。

また、会費未納会員について（３年以上の

会費未納）には、前事務局の大正大学からの

確認引き継ぎを行っているが、３年以上の未

納会員の方が14名いる。学会の規約に基づき

ますと３年以上の未納会員については、退会

勧告を行うこととなっているが、第１回理事・

役員会でもふれた通り、事務局預かりで粘り

強く交渉をしていくことが確認された。
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第第第第２２２２号号号号議議議議案案案案：：：：平平平平成成成成22227777年年年年度度度度事事事事業業業業計計計計画画画画((((案案案案))))及及及及びびびび

平平平平成成成成22227777年年年年度度度度予予予予算算算算((((案案案案))))ににににつつつついいいいてててて

事務局より予算（案）の説明があったが、

訂正部分等があったため、修正案を臨時理事・

役員会の際に提出し、報告することとなった。

また、事業計画（案）については、以下の

ように示された。

第１回理事・役員会を４月の第４週目（ゴー

ルデンウィーク前）を予定し、第２回理事・

役員会を10月９日に予定している。

通常だと、大会前日に理事・役員会が行わ

れているが、第１回理事・役員会に承認いた

だいた通り、淑徳大学で予定している「国際

フォーラム」との絡みもあるので、第２回理

事・役員会を10月９日（金）の午前中の予定

している。また、第50回学術大会についてだ

が、平成27年10月10日（土）に淑徳大学千葉

キャンパスにおいて、大会１日目を行う予定。

年報については、９月30日に第44・45号合

併号が刊行された。次号からは、通常刊行の

年１回のペースに戻す形となる。第46号を予

定している。

アジア仏教社会福祉学術交流基金 研究・

公開助成事業関連として、第50回大会を「第

２回 アジア学術交流大会」とすることが確

認された。

学会賞・学術賞・奨励賞については、次年

度が該当年となっている。

広報については、年２回のニュースレター

の発行を予定している。また、ホームページ

については、この間、社会福祉系学会連合の

ホームページの担当業者が変更した関係で、

少々ホームページの移行が遅れていたが、現

在は、閲覧できる状況となっている。適時更

新をしながら取り組んでいきたい。併せて、

ネット上での広報活動もしていきたい。

研究事業については、「仏教ソーシャルワー

クプロジェクト」、３年前から続いている

「東日本大震災対応プロジェクト」について

も引き続き行っていきたい。

併せて特別事業として、第50周年の記念事

業の一環である、記念誌の刊行事業は、宮城

先生が主担当で、準備を進めていただいてい

る。

また、定期的に事務局が異動する中で、な

かなか資料の保管ができていない状況となっ

ている。現在、淑徳大学事務局にあるものも、

第35回大会以前のものが、揃っていない状況。

総会、ニュースレター等でお手持ちにある学

会誌で、第35回大会以前のものをお借りした

い旨をお願いする。

以上のような事業計画について、審議の結

果、承認された。

第第第第３３３３号号号号議議議議案案案案：：：：55550000周周周周年年年年記記記記念念念念誌誌誌誌ににににつつつついいいいてててて

宮宮宮宮城城城城理理理理事事事事

キリスト教社会福祉学会50周年記念誌を参

考にしながら記念誌の構成をどのようにする

か、村井先生と清水先生と相談しながら立て

た。

50年を振り返った時に、通史編というもの

が出てきた。第１号から最近号までの学会事

務局報告を調べていって、どういうような形

で発展してきているのかを見ていた。

先生方のご意見をいただきまして、会員数

で時代区分をすることが良いことなのかも含

めて検討していただければ有り難い。

３月に出されました『仏教社会福祉入門』

も刊行され、非常に発展された展開がなされ

た。

藤森先生がやっておられる東日本大震災の

研究プロジェクトや石川先生がやっておられ

る「仏教ソーシャルワーク研究プロジェクト」

も追加すべきではないかと考えた。学会それ

ぞれの担当の先生方に聞き取りや執筆活動を

お願いしたい。

座談会も記念誌の中でもやって、歴代の学会

代表理事による座談会によって、それぞれの

苦労や今後のご意見を賜っていくことも必要

になってくる。

50年史の年表が一番大事になってくる。学

会の事務局報告をベースにしながら、さらに

は、大会のパンフレットも併せて年表を早急

に作成する必要があると考えた。

先生方と協議を重ね、日程調整や校正案の

叩き直しをやっていければと考えている。

代代代代表表表表理理理理事事事事

宮城先生を中心に大綱が作成されつつある

のは、大変心強い限りである。

お話をうかがっていて、気が付いたことだ

が、１つは、社会の動向との関連で、社会の

動向は、社会福祉の側からと仏教の側からと

いう意味で考えたのだが、社会福祉の側から

考えるとマンパワーの問題が丁度、この発展

期に（全てではないが）重なるように思う。

文部科学省が18歳人口の減少を視野に入れ

て、学部・学科についての申請の抑制に入っ

たが、その時に抑制の外に置かれたのが、福

祉となる。それで軒並み福祉系の学部・学科

が出来てきた。福祉系の学部・学科が出来て

くる中で、仏教系の大学も福祉を学部・学科

で作ってきた訳です。それに伴って、仏教福

-3- Japanese Association for Buddhist Social Welfare Studies 平成26年11月９日



祉・仏教社会福祉について、カリキュラムの

中に組み込んでいこうという動きが、出てき

た。

そういった社会福祉のマンパワーの関係も

あって、福祉学部・学科は、抑制外というこ

とで、かなり増えてきたという問題と仏教系

の大学における福祉学科設置と絡んで、それ

を担う仏教福祉・仏教社会福祉を担当できる

人がいるかということが発展期のどこかで絡

んでいる。

もう一つは、ここ10年位で、近年更に盛ん

に「宗教と社会貢献」「仏教の社会貢献」が、

クローズアップしてきている。そのような中

で、社会福祉或いは、福祉領域で宗教者を何

らかの形で、捉えていこうという動きの中で、

仏教社会福祉に関心を持たれた方が、少なか

らず居たように思う。それは、単に数の問題

だけではなく、そういう現象との関連もある

だろうと思う。そういった意味で、社会の動

向との関連も組み込んでいかないといけない

と思う。

宮宮宮宮城城城城理理理理事事事事

特に理事の先生方には、ある程度、ご寄稿

いただき、また、改めて書いていただくとい

うことが発生するかもしれないので、ご協力

の程、宜しくお願い致します。平成28年、20

16年の大会に間に合わすようにしたいと思う。

第第第第４４４４号号号号議議議議案案案案：：：：55550000周周周周年年年年記記記記念念念念事事事事業業業業ににににつつつついいいいてててて

清清清清水水水水理理理理事事事事

50周年の記念誌については、50周年記念事

業の一環ということもあった。

具体的な内容については、日程調整も含め、

次期理事会には、もう少し形のあるものをご

報告できると思う。

代代代代表表表表理理理理事事事事

特に50周年記念という節目の事業というこ

ともあるので、会員の中から、若手、中堅の

方を登用していただきたいと思う。他の委員

会、プロジェクトには、会員の方々が色々な

形で関わっているので、ぜひ、こちらの方も

宜しくお願いしたい。

第第第第５５５５号号号号議議議議案案案案：：：：新新新新規規規規研研研研究究究究ププププロロロロジジジジェェェェククククトトトトににににつつつついいいいてててて

石石石石川川川川理理理理事事事事

既に、私どもの大学で始めている研究を学

会として認めていただき、ご支援していただ

ければと思う。仮称「仏教ソーシャルワーク

研究プロジェクト」という名称で、既に進め

ているものをお認めいただければという内容。

今年度の状況は、平成25年度から27年度の

３カ年間で文部科学研究費助成「基盤研究Ｃ

（一般）とし、本学会員を中心とした研究プ

ロジェクトで進めている研究活動である。

今回、平成26年度に関しては、今までの研

究計画を変更し、後期活動予定の事業として、

今までは、大正大学卒業者の仏教者を調査対

象にして行ってきた。なかなか確認がとりに

くいということもあったので、できれば、本

学会の会員に会員調査を行って、進めていけ

たらと考えている。本日の理事・役員会に出

させていただくこととなった。

こうした研究を始めようと思ったのは、先

生方もご存じのように、今年（2014年）の７

月、オーストラリアのメルボルンで国際ソー

シャルワークの定義が改訂された。

そうした中で、アジア型のソーシャルワー

クをきちんと整理していく必要があるだろう

ということとなった。その時には、当然仏教

を基礎に置いたソーシャルワークを明示して

いく必要がある。と考えている。この研究に

関しまして、冒頭に申し上げた通り、文部科

学省の研究費助成があるので、本学会に負担

をおかけするということはない。

事事事事務務務務局局局局長長長長

事務局から補足だが、今回研究担当理事か

らの提案で、会員を巻き込んでのプロジェク

トの立ち上げをお願いしたいということがあ

り、石川先生を含め、ご検討いただいた。谷

山先生からも「伝統仏教教団の持つ社会資源

を活用した教区福祉構想実現のための研究」

というようなアイディアもいただいている。

いただいたアイディアに全ては対応できない

が、会員の数にも限りがあるので、それも併

せて後程、説明する会員の方々の研究テーマ

も洗い出しているが、順次できるプログラム

から立ち上げていくというところである。石

川先生が主に関われる、また、既に行われて

いるものを、本学会の研究プロジェクトとし

て位置付けて、学会大会での発表や年報への

投稿をしていただくことで、提案をしていた

だいた。

谷山先生からいただきましたプロジェクト

についても事務局で預かっている。研究でき

るメンバーも募って、実現可能性を探ってい

きたい。

田田田田代代代代理理理理事事事事

実は、私は、生命倫理を専門にやっていて、

ビーチャムとチルドレスの４原則というもの

があり、それも、西洋的価値観である。そこ

にいつも違和感を感じていた。東洋的な「自

然」とか宗教的なものを加えた基準にすべき
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だと思っている。同じ流れのような気がする。

これは、大事なことだと思う。是非、進めて

いっていただきたいと思う。

石川理事を中心に既に進められている「仏

教ソーシャルワーク研究プロジェクト」で、

取り組んでいる事業を骨にして、同時にアン

ケート調査の協力・依頼について学会として

協力することが、確認・承認された。

第第第第６６６６号号号号議議議議案案案案：：：：『『『『仏仏仏仏教教教教社社社社会会会会福福福福祉祉祉祉学学学学研研研研究究究究史史史史（（（（仮仮仮仮題題題題））））』』』』

のののの準準準準備備備備ににににつつつついいいいてててて

事事事事務務務務局局局局長長長長

経緯としては、これまで、本学会として

『仏教社会福祉辞典』及び『仏教社会福祉入

門』を刊行し、仏教社会福祉学の広がり(普及)

に努めてきたが、今後、更に展開していくた

めにも、より専門的な体系化を念頭においた、

『仏教社会福祉学研究史(仮題)』の刊行を目

指すべきであると、この間、代表理事の長谷

川先生ともご相談の上、考えてきた。

具体的に事前にご相談していた案件ではな

いので、まずは、理事・役員会で本書刊行の

是非及び「編集刊行委員会」の設置について

ご審議頂きたいと思う。

代代代代表表表表理理理理事事事事

この第６号議案の経緯については、学会の

50周年という一つの節目を契機に、総力を結

集した一つの証を刊行物として出せたらどう

であろうか。これは、必ずしも50周年記念大

会に合わせてということではなく、もう少し

先を見越したことになるだろう。色々なこと

が、あまりそこに結集しようとすると、やは

り、パンクしてしまうので、道筋を立ててやっ

たらどうかと思う。文献目録も詳細なものが

まだ、出来ていないだろうし、そういうもの

もきちっと押さえながら、どのようなレベル

にするかはともかくとして、研究史をきちん

と整理していく。それらを踏まえながら更に、

先には体系化の方向に向かっていけば、とい

うような段階を経ていく。

因みに、先生方もすでにご覧になった方も

いらっしゃると思うが、ミネルヴァ書房から

でしたか。『キリスト教社会福祉の歴史』は、

総力を結集した刊行物となっている。これが、

今年の７月位に出された。これは、50周年記

念事業として取り組んできたものである。相

当な歳月をかけてということになる。この日

本仏教社会福祉学会においても、単なる時間

の浪費ということではなく、しっかりかけな

がら、後世に残るようなものを出していけれ

ばと思う。これもやはり委員会を設置して整

えていく必要がある。委員会を設置し、こう

いう方向でいくということの提案である。

清清清清水水水水理理理理事事事事

辞書が出来ました、入門書が出来ました。

そうすると次に、研究史というものの中で、

研究動向、その先の～論文集というものにも

きっと繋がっていくであろう。私は、大変だ

とは思いますが、ぜひともお進めいただけれ

ばと思う。

石石石石川川川川理理理理事事事事

キリスト教社会福祉学会の話があったが、

歴史でまとめていくのか。学史でまとめてい

くのか。

代代代代表表表表理理理理事事事事

これは、どちらかというと、研究史なので、

やはりこれまでの会員・非会員の方も含めて、

少なくても明治以降の積み上げがあると思う

ので、研究史的な整理をしていく。整理の仕

方に工夫が必要になってくると思う。それら

も含めて、委員会で検討していただき、また、

理事・役員会でお諮りをして、進めていくこ

ととなると思う。

理理理理事事事事・・・・役役役役員員員員かかかからららら承承承承認認認認がががが得得得得らららられれれれるるるる。。。。

第第第第７７７７号号号号議議議議案案案案：：：：『『『『仏仏仏仏教教教教社社社社会会会会福福福福祉祉祉祉入入入入門門門門』』』』をををを活活活活用用用用しししし

たたたた勉勉勉勉強強強強会会会会ににににつつつついいいいてててて

事事事事務務務務局局局局長長長長

今春刊行された『仏教社会福祉入門』につ

いて、本書を契機としてより広く仏教社会福

祉を学び、理解する場を提供すると共に会員

相互の交流や研究活動の活性化を図るために

も、本書をテキストとした勉強会の実施を提

案したい。

事務局としては、「関東」及び「関西」と

いう所で、人が集まれる範囲でお声掛けをす

る。この２地区での開催が可能であると考え

ているが、本提案の是非及び具体的な実施方

法等について、ご意見、ご審議等をいただき

たいと思っている。

代代代代表表表表理理理理事事事事

これは、前会の理事・役員会にも申し上げ

たことと思うが、せっかく、待望の入門書が

日の目をみたので、それを活用して会員の獲

得に結び付けることが出来たらなお良い。

理理理理事事事事・・・・役役役役員員員員かかかからららら承承承承認認認認がががが得得得得らららられれれれるるるる。。。。

第第第第８８８８号号号号議議議議案案案案：：：：新新新新規規規規会会会会員員員員のののの勧勧勧勧誘誘誘誘ににににつつつついいいいてててて

事事事事務務務務局局局局長長長長

新規会員の勧誘については、「第1号議案」

でも明らかなように会員の減少傾向が続いて
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いる。この現状のまま推移した場合には、学

会の定期に入れた特別基金が、100万円残って

いるが、これを切り崩す形でも、あと３年後

には現状での学会運営は困難になることが予

想される。

そのような状況に陥らないためにも、一人

でも多くの方に本学会の会員になっていただ

く事は必要不可欠であるが、各大学の社会福

祉学部・学科や大学院自体が縮小傾向にある

中で、学部・大学院生の大幅な新規会員が望

めない事も事実である。そこで、本案件に対

して、事務局としては、

・仏教系社会福祉法人というものが、各宗派

に、社会福祉協会等があり、そういった法人

がある。職員の方全員がそういった仏教の理

念を必ずしも理解しているかどうかは分から

ないが、そういった集まりがあるので、そう

いった教会を通じての新規会員への働きかけ。

・各宗務所内の該当部局(社会課)等があって、

今回の被災地支援等では、それぞれ宗派の部

局が熱心に動いているところも沢山ある。そ

ういったところ等への新規会員への働きかけ、

団体・個人を含めてだが、そのようなことを

検討しなければならないかと考えている。具

体的なアイディアが必ずしもある訳ではない

ので、本議案についての是非及び具体的な実

施方法等についてご意見・ご審議をいただけ

ればと思う。

代代代代表表表表理理理理事事事事

懇親会などの折にもご意見・お知恵を拝借

しても宜しい。それにしても、何らかの動き

は示さなければならない。というようにご理

解いただきたい。ご協力をいただきたい。

第第第第９９９９号号号号議議議議案案案案：：：：アアアアジジジジアアアア仏仏仏仏教教教教社社社社会会会会福福福福祉祉祉祉学学学学術術術術交交交交流流流流基基基基

金金金金のののの「「「「第第第第55550000回回回回大大大大会会会会」」」」へへへへのののの全全全全額額額額助助助助成成成成ににににつつつついいいいてててて

事事事事務務務務局局局局長長長長

第９号議案については、第１回理事・役員

会の際もお伝えし、ご了解いただいていると

思うが、明日の総会に、諮らなければならな

いので、ご審議いただければと思っている。

アジア仏教社会福祉学術交流基金の「第50

回大会」への全額助成についてだが、第1回理

事・役員会において、平成27年度の本学会第5

0回学術学会を、第39回学術大会（大正大学で

行われたもの）に引き続いて「第2回アジア仏

教社会福祉学術交流大会」とする決定を受け、

「第１回 アジア仏教社会福祉学術交流大会」

のために集めたお金、残余金を助成金として

置いておいたが、この間、２件の申し込みの

みだった。また、今回、複数の国の方々をお

呼びするということもあるので、大会運営費

プラス資金も必要ということにご理解いただ

いて、現在、第39回学術大会実施に際して集

められた寄付金を原資として実施している

「アジア仏教社会福祉学術交流基金研究・公

開助成事業」の残余金487,090円を、本寄付金

の本来の趣旨に鑑みて、「第2回アジア仏教社

会福祉学術交流大会」実施に係る助成金とし

て全額配分させていただけないか、本議案に

関する是非についてご審議頂きたい。

石石石石川川川川理理理理事事事事

「第１回 アジア仏教社会福祉学術交流大

会」の際には、三友先生が寄付を募って、色々

な仏教の団体からもご寄付を頂戴したという

ようなこともございますので、ぜひ、より、

発展的に進めているということなども含めて、

ご案内をしたらどうか。

渋渋渋渋谷谷谷谷理理理理事事事事

予算を立てた段階で検討させていただき、

理事・役員会に諮らせていただきたいと思う。

代代代代表表表表理理理理事事事事

今、お二方からのご提案があったように、

できる限り、前にご寄付いただいた所も含め

て、ご案内を差し上げ、大会が盛り上がるよ

うにしていただきたい。予算の配分について

は、今後十分検討をした上で、それぞれの出

所をはっきりさせる必要がある。

理理理理事事事事・・・・役役役役員員員員かかかからららら承承承承認認認認がががが得得得得らららられれれれるるるる。。。。

報報報報告告告告事事事事項項項項：①①①①各各各各会会会会員員員員のののの研研研研究究究究テテテテーーーーママママ調調調調査査査査ににににつつつついいいい

てててて

事事事事務務務務局局局局長長長長

ニュースレターを今年度お送りした際に、

一緒に同封させていただいたものである。研

究プロジェクトに積極的に入っていただきた

いということで、それには、会員が、どんな

研究や関心を抱いているのかをお聞きし、調

査したもの。

減少傾向といえども、会員数が199名いるの

で、もう少し回答をいただきたい。

引き続き第２号のニュースレターを送る際

に、再依頼ということで送る予定である。

報報報報告告告告事事事事項項項項：：：：②②②②第第第第44449999回回回回学学学学術術術術大大大大会会会会のののの準準準準備備備備状状状状況況況況ににににつつつつ

いいいいてててて

小小小小島島島島理理理理事事事事

第１日目の午前中に大会記念講演があり、

午後、公開シンポジウムがある。明日、参加

を希望されてる方が、40名。情報を新聞等で

流したので、一般の参加者も数名みえられる

のではないか。
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事事事事報報報報告告告告事事事事項項項項：：：：③③③③担担担担当当当当理理理理事事事事のののの報報報報告告告告ににににつつつついいいいてててて

小小小小笠笠笠笠原原原原理理理理事事事事

新新新新編編編編集集集集委委委委員員員員会会会会ののののメメメメンンンンババババーーーー決決決決定定定定。。。。以以以以下下下下のののの通通通通りりりり。。。。

大久保秀子（浦和大学・新任）、栗田修司

（龍谷大学・新任）、長崎陽子（行信仏教学

院・新任）、藤森雄介（淑徳大学・留任）、

小笠原慶彰（神戸女子大学・留任）

50周年記念号（第47号）に向けての編集方

針を立案するに当たって、広く投稿を呼びか

ける。投稿だけではなく、依頼もしなくては

ならない。

また、投稿規定、執筆要領等の見直しが必

要。他の学会等、日本社会福祉学会は、かな

り細かい規定となっている。もう少し統一し

た方がいいのではないか。特に投稿規定を来

年度に向けて検討していきたいと考えている。

代代代代表表表表理理理理事事事事

１つお願いしたいと思うが、社会福祉学会

ほど細かくなくていいと思うが、倫理規定を

お願いしたい。

実は、社会事業史学会において、昨年度倫

理規定を作った訳ですが、それには、色々と

経緯があって作ったこともある。１つその辺

をご検討いただければと思う。

代代代代表表表表理理理理事事事事

それでは、震災対応プロジェクトについて

藤藤藤藤森森森森理理理理事事事事

前期事業：全日本仏教会さん等の協力をし

て各宗派・宗門、仏教系の団体、被災地の寺

院への取り組み状況についてのアンケートの

結果をとりあえず、ドラフトの形ではあるが、

内部限定版としてお手元に３種類、少し厚く

なって申し訳ないが、書式等出来るだけ整え

て、読める形とした。

後期の事業：この10月中に科学研究費の申

請がある。昨年この関連のもので、トライし

たが、残念ながら採択を受けることができな

かった。今回は、もう一度、この間に行って

きたアンケート等を踏まえて再チャレンジし

ていきたい。

代代代代表表表表理理理理事事事事

非常に貴重な調査資料が、このような形で

まとまりつつある。これは、学会として取り

組むべき重要課題である。他の団体との連携

のもと、ここまで進んできたということは、

学会の存在意義を社会的にも示していく意味

においても、事業になり得ることである。

報報報報告告告告事事事事項項項項：：：：④④④④のののの学学学学会会会会賞賞賞賞ににににつつつついいいいてててて

事事事事務務務務局局局局長長長長

学会賞について、特に資料はないが、３年

に1度ということで、平成24年１月1日から平

成26年12月31日の間の3年間に出され、また、

推薦いただいた「仏教社会福祉」に関連する

刊行物や論文の中から学会賞・奨励賞を選考

したいと考えている。

第４回の時には、残念ながら該当・推薦が

いただけなかったこともある。明日の総会や

ニュースレター等で周知したいと考えている。

平成27年1月31日（土）が締め切りとなる。推

薦いただければ、選考委員会を開いて、平成2

7年度第1回理事・役員会の際にお諮りしたい

と考えている。それぞれ、推薦に値するもの

があれば、事務局まで推薦をお願いしたい。

報報報報告告告告事事事事項項項項：：：：⑤⑤⑤⑤第第第第55550000回回回回学学学学術術術術大大大大会会会会ににににつつつついいいいてててて。。。。

渋渋渋渋谷谷谷谷理理理理事事事事

第50回学術大会を「第2回アジア学術交流大

会」と位置づけるというのは、前回の理事会

でご承認いただいた。

代代代代表表表表理理理理事事事事

淑徳大学の50周年記念事業の一環としての

「国際フォーラム」と本学会の第50回学術大

会の内容をリンクさせ、更に深めるという趣

旨である。

報報報報告告告告事事事事項項項項：：：：⑥⑥⑥⑥そそそそのののの他他他他のののの「「「「会会会会員員員員かかかかららららののののごごごご寄寄寄寄附附附附

ににににつつつついいいいてててて」」」」とととと「「「「会会会会員員員員推推推推薦薦薦薦人人人人未未未未定定定定のののの入入入入会会会会希希希希望望望望者者者者

ににににつつつついいいいてててて」」」」のののの２２２２点点点点ににににつつつついいいいてててて

事事事事務務務務局局局局長長長長

「会員からのご寄附について」だが、「大会

おのみ物」ということで7,000円の入金があっ

た。この件については、学会への「寄付」と

して捉えさせていただき、次年度の決算報告

には雑費収入の一つとして、「寄付」と挙げ

させていただければと思う。

次の「会員推薦人未定の入会希望者につい

て」だが、今回の理事・役員会でお聞きする

旨お伝えしてある。当初の規約だと、推薦人

がいないと入会が認められない原則もある。

こういった方が入会希望をしていることを理

事・役員会でお諮りして、事務局（案）とし

ては、今回は、入会を認めることはできない

が、関心があるということなので、ニュース

レター等お送りして、ぜひ、関心があれば来

年の大会に来てほしい旨お伝えし、そこで、

大会の運営や個別の発表も聞いていただき、

希望者の方の思いや考えと合う学会であれば、

そこでお話もできれば面識も持てるので、そ

の上で、入会の申し込みがあればお諮りした

いと考えている。扱いについては、事務局か

ら提案させていただいたような形にしたいと

思う。

理理理理事事事事・・・・役役役役員員員員かかかからららら承承承承認認認認がががが得得得得らららられれれれるるるる。。。。
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平平平平成成成成22226666年年年年度度度度 日日日日本本本本仏仏仏仏教教教教社社社社会会会会福福福福祉祉祉祉学学学学会会会会

第第第第２２２２回回回回 臨臨臨臨時時時時理理理理事事事事・・・・役役役役員員員員会会会会報報報報告告告告

日時：平成26年10月11日（土）

11：50～12：20

場所：同朋大学Doプラザ閲蔵2階多目的会議室

出席 代表理事 長谷川 匡俊

個人理事 石川 到覚 清水 海隆

宮城 洋一郎 藤森 雄介 小笠原 慶彰

池上 要靖

団体理事 渋谷 哲 長上 深雪

三友 量順 小島 恵昭

監 事 梅原 基雄

欠席 個人理事 谷山 洋三 田代 俊孝

田宮 仁 村井 龍治

団体理事 徳岡 博巳 林 俊光 落合崇志

監 事 山口 幸照

開会 事務局長より開会を宣言

第第第第１１１１号号号号議議議議案案案案：：：：平平平平成成成成22227777年年年年度度度度予予予予算算算算（（（（案案案案））））ににににつつつついいいいてててて

事事事事務務務務局局局局長長長長

お手元には、臨時理事・役員会の議案書と

総会の議案書（案）の２種類を用意したが、

大きくは、交通費の部分、当初の予算では、4

8万でとっていたが、過年度の決算状況を踏ま

えると、一応、29万円という範囲で考え、大

幅に削減させていただいた。また、残る部分

については、事務費等昨年度の予算の執行状

況に応じて、スリム化をさせていただき、収

入の見込める範囲内で支出の予算を立てさせ

ていただいた。

代代代代表表表表理理理理事事事事

以上のような形で、事務局で修正をさせて

いただいた。

理理理理事事事事・・・・役役役役員員員員かかかからららら承承承承認認認認がががが得得得得らららられれれれるるるる。。。。

第第第第２２２２号号号号議議議議案案案案：：：：『『『『仏仏仏仏教教教教社社社社会会会会福福福福祉祉祉祉学学学学研研研研究究究究史史史史((((仮仮仮仮題題題題))))』』』』

のののの編編編編集集集集刊刊刊刊行行行行委委委委員員員員会会会会のののの準準準準備備備備ににににつつつついいいいてててて

代代代代表表表表理理理理事事事事

昨日、十分に時間がなかったので、その後

の懇親会その他で事務局の方で、理事・役員

の先生方にお聞きしていると思う。

事事事事務務務務局局局局長長長長

『仏教社会福祉学研究史(仮題)』は、編集

刊行委員会のまず、準備ということで、これ

から半年程度かけて少し進めさせていただけ

ればと思う。限られた時間だが、何名かの先

生方とご相談ができ、一応本日いらっしゃら

ないが、谷山先生の方に編集刊行委員会の準

備の主担当ということでお話したところ、委

員会の委員長をすぐにとても引き受けられな

い。というお話もあった。

準備や今回事務局提案させていただいたも

のを具体的な内容に詰めていく中で、谷山先

生を主担当としてご相談させていただきなが

ら、来年の春の理事・役員会には、もう少し

具体的なものを提案できればと考えている。

代代代代表表表表理理理理事事事事

理事・役員の先生方には、色々役回りのチー

フをお願いすることになっている。

理理理理事事事事・・・・役役役役員員員員かかかからららら承承承承認認認認がががが得得得得らららられれれれるるるる。。。。

第第第第３３３３号号号号議議議議案案案案：：：：『『『『仏仏仏仏教教教教社社社社会会会会福福福福祉祉祉祉入入入入門門門門』』』』をををを活活活活用用用用しししし

たたたた勉勉勉勉強強強強会会会会ににににつつつついいいいてててて

事事事事務務務務局局局局長長長長

これも併せて、勉強会をするという方向性

と当面、関東と関西の２ヶ所で主に会員が集

まれる場所を設けて、準備していくことにな

ると思う

関西については、長上先生。関東について

は、梅原先生にお願いして、準備や具体的な

日程・中身について検討してもらえればと思っ

ている。

理理理理事事事事・・・・役役役役員員員員かかかからららら承承承承認認認認がががが得得得得らららられれれれるるるる。。。。

第第第第４４４４号号号号議議議議案案案案：：：：「「「「新新新新規規規規会会会会員員員員のののの勧勧勧勧誘誘誘誘ににににつつつついいいいてててて」」」」

事事事事務務務務局局局局長長長長

主旨は、昨日、お伝えした通りで、仏教系

社会福祉法人への新規会員への働きかけとか、

各宗務所内の該当部局(社会課)等への新規会

員への働きかけというぐらいなアイディアし

か、事務局にはすぐには思いつかなかった。

清清清清水水水水理理理理事事事事

日蓮宗を例に挙げれば、宗門内機関誌があ

るので、そういうものに活動と会員募集を載

せることはできると思う。あとは、必ずしも

施設をやっているとは限らないが、社会福祉

系の活動をやっている宗門僧侶の集まり、全

国社会教化連合会というものがある。

また、年に１回総会をやっているので、そ

ういうところでチラシのようなものを配布す

るとか、そこが出している数頁の通信がある

ので、そういうところに載せていただくなど、

幾つかの手はある。

石石石石川川川川理理理理事事事事

今回、藤森先生が中心で、災害支援をやっ

てきて、全日仏とも繋がりができて、幾つか

のネットワークができたので、ご縁を繋いで

いかないとなかなか伝わらない点があろうか

と思う。そういう意味で、藤森先生のネット

ワークをぜひ、活用いただけると宜しいので

はないかと思う。
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代代代代表表表表理理理理事事事事

全日本仏教会さんやその他についても、今

まで積み上げてきたコネクションがあると思

うので、それを活用して、何らかのアプロー

チをしていければと思う。また、情報をいた

だきたいと思う。

先程の勉強会等に比較的近場の仏教系の社

会福祉法人等、或いは、寺院でもいいが、関

心のありそうな方に声をかけて、そして会を

進めていく中で、会員のお誘いをするという

ようなこともあると思う。

また、会費値上げの問題にも関連するが、

昨日も雑談的に懇親会の際に近場の人と話を

していたが、例えば、学会によって維持会員

という形で、通常の会員よりも少し額の高い

会費を納めていただく。そういう制度、或い

は、賛助会員というような、こういう会員制

度の改正を検討していく。即会費の値上げと

いうのも色々な努力をしていかないと。かえっ

て、値上げして減ってしまったというのでは、

何もならないので、そういう色々な手を考え

ていかないとならないと思うが、差しあたり

は、会員を増やせる努力を個人・団体含め、

進めていきたいと思う。

理理理理事事事事・・・・役役役役員員員員のののの先先先先生生生生方方方方かかかからららら承承承承認認認認がががが得得得得らららられれれれるるるる。。。。

（文責：事務局）

平平平平成成成成22226666年年年年度度度度 日日日日本本本本仏仏仏仏教教教教社社社社会会会会福福福福祉祉祉祉学学学学会会会会

総総総総会会会会報報報報告告告告

第49回大会初日16時より17時まで、平成26

年度総会が行われました。長上深雪理事が議

長に選出され、平成25年度決算及び事業報告、

平成27年度予算及び事業計画、アジア仏教社

会福祉学術交流基金の「第50回大会」全額助

成について、報告事項として会員の異動や担

当理事・委員会報告、「仏教社会福祉学研究

史（仮）」の編集委員会の準備、『仏教社会

福祉入門」』を活用した勉強会の開催、第５

回学会賞などが審議され、全案可決された。

第第第第５５５５回回回回学学学学会会会会賞賞賞賞 募募募募集集集集要要要要項項項項

１１１１ 学学学学会会会会賞賞賞賞創創創創設設設設のののの意意意意義義義義とととと目目目目的的的的

創立40周年を契機に、仏教社会福祉研究の

一層の発展を図るため、学会員のうちで顕著

な研究業績をあげた者の顕彰、および若手研

究者の研究奨励を目的とする日本仏教社会福

祉学会学会賞を創設する。

２２２２ 学学学学会会会会賞賞賞賞のののの種種種種類類類類

創設の目的にてらし、学会賞は次の２種と

する。

Ⅰ 学術賞

学会員のうちで顕著な研究業績をあげた者

の顕彰

Ⅱ 奨励賞

学会員のうちで今後の研究の発展が期待さ

れる者の奨励

３３３３ 審審審審査査査査のののの対対対対象象象象

・平成24年1月1日から平成26年12月31日まで

に発表された研究業績を対象とする。

・学術賞については原則として刊行された著

作物(単著・共著・編著等)を対象とする。

・奨励賞については著作物のみでなく、論文

（共同執筆を含む）および共同研究成果物(報

告書等)も対象とするが、共同執筆の場合は

主著者であることを条件とする。

・対象となる論文は、共著の一部、学会誌、

各大学の紀要、海外の専門誌などに掲載さ

れたものとし、外国語のものを含むものと

する。

※賞金額について：学術賞10万円、奨励賞5万

円とする。

※※※※上上上上記記記記にににに該該該該当当当当すすすするるるるとととと考考考考ええええらららられれれれるるるる研研研研究究究究業業業業績績績績ををををごごごご

推推推推薦薦薦薦いいいいたたたただだだだけけけけるるるる会会会会員員員員はははは、、、、事事事事務務務務局局局局ままままででででごごごご一一一一報報報報

くくくくだだだだささささいいいい。。。。宜宜宜宜ししししくくくくおおおお願願願願いいいい致致致致ししししまままますすすす。。。。

『『『『日日日日本本本本仏仏仏仏教教教教社社社社会会会会福福福福祉祉祉祉学学学学会会会会年年年年報報報報』』』』

投投投投稿稿稿稿論論論論文文文文のののの募募募募集集集集

※※※※投投投投稿稿稿稿規規規規定定定定

(1)本誌に発表する論文等は、未発表のものに

限る。

(2)投稿の種類は、研究論文・研究ノート・実

践報告・海外情報・資料紹介・書評・その

他とし、掲載ジャンルは編集委員会におい

て決定する。

(3)本誌の原稿枚数は、原則として研究論文は

20,000字以内、その他は16,000字以内とし、

縦書き・横書きとする。

(4)投稿は自由投稿および依頼投稿とし、自由

投稿の締め切りは毎年1月末日とする。

(5)投稿に際しては、印刷原稿3部を学会事務

局へ提出する。学会事務局は、提出が確認

された後、投稿者へ「受付証」を発行する。
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(6)執筆上の細目は原則、次の通りとする。

①論題名、執筆者名、所属を明記し、論題名

と執筆者名には欧文を添付する。

②本文は常用漢字、現代かなづかいを使用す

る。

③長文の出典引用の場合は、二字下げて記述

する。引用・参考文献の明記については、

本文中に脚注番号を付し、本文の最後にま

とめて列挙する。

④引用・参考文献の記述は、脚注番号、編・

著者名、書名または論文名、所収書名また

巻・号、発行所、発行年、ページの順とす

る。

⑤図表については、掲載順に番号と題名を付

し、掲載箇所に添付する。

(7)執筆者が抜刷を希望する場合は、実費とす

る。ただし、「基調講演」、「シンポジウ

ム」等の学会より依頼した執筆者には、1

編につき抜刷30部を贈呈する。

※※※※投投投投稿稿稿稿希希希希望望望望のののの会会会会員員員員はははは、、、、事事事事務務務務局局局局ままままででででごごごご一一一一報報報報くくくくだだだだ

ささささいいいい。。。。宜宜宜宜ししししくくくくおおおお願願願願いいいい致致致致ししししまままますすすす。。。。

『『『『仏仏仏仏教教教教社社社社会会会会福福福福祉祉祉祉入入入入門門門門』』』』をををを活活活活用用用用ししししたたたた

勉勉勉勉強強強強会会会会ににににつつつついいいいてててて

今年度の「NO.21」のニュースレターでも

ご紹介し、法蔵館より発刊された『仏教社会

福祉入門』を活用した勉強会を東部（東京）、

西部（京都）で行う運びとなりました。

つきましては、下記に勉強会の詳細を示し

ますので、お誘いあわせの上、ぜひご参加い

ただければと思います。なお、西部（京都）

は、詳細をホームページ等でお知らせ致しま

す。

記記記記

①①①①日日日日時時時時：：：：平平平平成成成成22226666年年年年11112222月月月月5555日日日日（（（（金金金金））））

11118888時時時時33330000分分分分かかかからららら22221111時時時時

②②②②会会会会場場場場：：：：大大大大正正正正大大大大学学学学7777号号号号館館館館7777階階階階７７７７７７７７４４４４号号号号教教教教室室室室

③③③③題題題題材材材材：：：：学学学学会会会会編編編編『『『『仏仏仏仏教教教教社社社社会会会会福福福福祉祉祉祉入入入入門門門門』』』』勉勉勉勉強強強強会会会会

④④④④参参参参加加加加者者者者：：：：筆筆筆筆者者者者のののの清清清清水水水水先先先先生生生生、、、、梅梅梅梅原原原原先先先先生生生生他他他他、、、、

大大大大正正正正大大大大学学学学大大大大学学学学院院院院生生生生含含含含めめめめ自自自自由由由由参参参参加加加加

⑤⑤⑤⑤参参参参加加加加費費費費：：：：無無無無料料料料（（（（但但但但しししし、、、、『『『『仏仏仏仏教教教教社社社社会会会会福福福福祉祉祉祉入入入入門門門門』』』』

ををををごごごご用用用用意意意意くくくくだだだだささささいいいい。。。。））））

※※※※ななななおおおお、、、、参参参参加加加加をををを希希希希望望望望さささされれれれるるるる方方方方はははは、、、、事事事事務務務務局局局局ままままでででで

事事事事務務務務局局局局ままままででででごごごご一一一一報報報報いいいいたたたただだだだけけけけるるるるとととと幸幸幸幸いいいいでででですすすす。。。。

日日日日本本本本仏仏仏仏教教教教社社社社会会会会福福福福祉祉祉祉学学学学会会会会会会会会員員員員のののの研研研研究究究究・・・・関関関関心心心心

テテテテーーーーママママにににに関関関関すすすするるるる確確確確認認認認ののののおおおお願願願願いいいい（（（（再再再再送送送送））））

本学会設立50周年へ向けて、研究活動の再

活性化は、早急に取り組むべき重要な課題の

一つとなっております。

現在、理事の先生方を中心に「学会活性化」

に繋がるような、内容によっては会員の皆様

にも積極的に参加して頂けるような研究プロ

ジェクトを進めている状況であります。

つきましては、本学会会員の皆様が現在ど

のようなテーマで研究を行っているか、また

どのようなテーマに関心があるのかを確認さ

せて頂ければと考えております。

お忙しいとは思いますが、ご協力の程、ど

うぞ宜しくお願い致します。

仮仮仮仮称称称称「「「「仏仏仏仏教教教教ソソソソーーーーシシシシャャャャルルルルワワワワーーーークククク研研研研究究究究

ププププロロロロジジジジェェェェククククトトトト」」」」ににににつつつついいいいてててて

第２回理事・役員会の中でもご紹介しまし

た通り、石川理事を中心とした、仮称「仏教

ソーシャルワーク研究プロジェクト」を学会

の事業として推進していくこととなりました。

つきましては、本研究に関連するアンケー

ト調査を会員の皆様にお願いすることを考え

ております。その際には、ご協力の程、宜し

くお願い致します。

事事事事務務務務局局局局 編編編編集集集集後後後後記記記記

第49回学術大会は、同朋大学の皆様のご協

力、小島実行委員長のご尽力により、盛況に

終えることができました。この場を借りて御

礼申し上げます。ありがとうございました。

本文中でご紹介した学会賞及び勉強会に関

するご連絡、お問い合わせにつきましては、

下記の学会事務局・アドレスまでご一報くだ

さい。どうぞ、宜しくお願い致します。

事務局長 藤森雄介

事務局員 渡邉義昭

藤田則貴

宗像実咲

〒〒〒〒333355554444----8888555511110000

埼埼埼埼玉玉玉玉県県県県入入入入間間間間郡郡郡郡三三三三芳芳芳芳町町町町藤藤藤藤久久久久保保保保1111111155550000----1111

TTTTEEEELLLL：：：：000044449999----222277774444----1111555511111111（（（（代代代代表表表表））））

FFFFAAAAXXXX：：：：000044449999----222277774444----1111555522221111

EEEE----MMMMaaaaiiiillll：：：：ffffuuuujjjjiiiittttaaaa@@@@ccccccccbbbb....sssshhhhuuuukkkkuuuuttttooookkkkuuuu....aaaacccc....jjjjpppp

淑淑淑淑徳徳徳徳大大大大学学学学 埼埼埼埼玉玉玉玉キキキキャャャャンンンンパパパパスススス

社社社社会会会会福福福福祉祉祉祉実実実実習習習習指指指指導導導導室室室室 担担担担当当当当：：：：藤藤藤藤田田田田
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